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数　　　学〔問　題〕
（100点・90分）

注 意 事 項

1 .	 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2 .	 この問題冊子は 4ページあり，解答用紙は 4ページ（ 2つ折り 2枚）ありま

すが，4ページ目は採点の対象とならないので解答を記入してはいけません。

試験中に問題冊子・解答用紙の印刷不鮮明，ページの落丁などに気付いた場

合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。

3 .	 解答用紙は 2つ折りで 4ページですが，切り離してはいけません。

4 .	 試験開始後，ただちに解答用紙の 1〜 3ページ目の所定記入欄に，受験番号

と氏名を記入しなさい。

5 .	 問題冊子の余白や解答用紙の裏面余白は，計算などに適宜利用してよいが，

解答は必ず解答用紙の所定の場所に記載しなさい。

6 .	 試験終了後，提出は解答用紙のみとし，問題冊子は持ち帰りなさい。

対 象 学 部

環境学部 ／ メディア情報学部 ／ デザイン・データ科学部 ／

都市生活学部 ／ 人間科学部

8038_15_SUUKMZ3_H.indd   1 2025/11/11   16:53



2
（環メデ都人・前 ０ 8 ０ 3 M）

 次の を埋めよ。ただし，解答用紙には計算過程も示せ。
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と a= ア ，b= イ である。
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が xについての恒等式であるとき定数 a，b，c 
 

は a= ウ ，b= エ ，c= オ となる。
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計算し既約分数式にすると カ となる。

⑶　2 進法で表された数 1010（2）を 10 進法で表すと キ である。自然数 n，mを

2 進法で表すと，それぞれ 1001（2）と 1111（2）になる。このとき nに 2 を掛けた値

を 2 進法で表すと ク である。nに 3 を掛けた値を 2 進法で表すと ケ で

ある。mに 4 を足した値を 2 進法で表すと コ である。

⑷　0E iE rとする。cosi= x，sini= yとおくと，sin2iと sin
4

i
r

+d nは xと 
 

yを用いてそれぞれ sin2i= サ ，sin
4

i
r

+d n= シ と表される。また， 
 

不等式 sin sin2 2 2 6
4

3 0Fi i
r

- + +d n を満たす iの値の範囲は ス で 

ある。

⑸　正六面体（立方体）OADB-CEGF において， aOA= ，OB b= ， C cO = とす

る。線分 AB を 2：1 に内分する点を P，線分 CP を 3：1 に内分する点を Q とし，

3 点 B，D，F を含む平面と直線 OQ の交点を R とする。 PO を a，b を用いて

表すと PO = セ である。 QO と RO を a，b，c を用いて表すとそれぞれ 

QO = ソ ， RO = タ である。正六面体の各辺の長さを 1 とすると RO  

の大きさは チ である。
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⑹　aを 01 a1 1 を満たす定数とする。xについての不等式  

a2x-1-ax+1-ax-2+1E 0 を解くと ツ である。

⑺　等差数列 an" ,の初項から第 n項までの和をSnとし，S104= 50440，S105= 51450，

S106= 52470 が成り立つとする。このとき，数列 an" ,の公差は テ である。

また，S109-S107= ト である。数列 an" ,の初項は ナ である。

⑻　表の面に 0 と書かれたカードが 3 枚，1 と書かれたカードが 2 枚，2 と書かれ

たカードが 1 枚ある。この 6 枚のカードを十分にかき混ぜ，A 氏，B 氏，C 氏の

3 人に 2 枚ずつ裏の面を上にして配布する。A 氏の手元にあるカードが 2 枚とも

1 と書かれたカードである確率は ニ である。B 氏の手元のカードの数字の

合計が 1 である確率は ヌ である。B 氏の手元に 2 と書かれたカードがある

ことがわかっているとき，C 氏の手元のカードの数字の合計が 1 以上となる確率

は ネ である。

 cを実数の定数とし，直線 y= cxと放物線 y=-x2+2x+4 の交点の x座標を

a，bとする。ただし a1 bとする。また，直線 y= cxと放物線 y=-x2+2x+4 

で囲まれる図形を Aとする。このとき以下の問に答えよ。ただし，解答用紙には

計算過程も示せ。

⑴　c=-1 のときの a，bを求めよ。

⑵　c=-1 のときの図形 A を図示せよ。

⑶　b-aが最小となるときの cの値を求めよ。

⑷　b-aが最小となるときの Aの面積を求めよ。
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（下　書　き　用　紙）

8038_15_SUUKMZ3_M.indd   4 2025/12/03   3:40


	8038_15_SUUKMZ3_H_001
	8038_15_SUUKMZ3_M_001
	8038_15_SUUKMZ3_M_002
	8038_15_SUUKMZ3_M_003

